
言
語
活
動
が
十
分
行
わ
れ
る
よ
う
教
材
を
選
定
す

る
こ
と
。

　

つ
ま
り
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

で
使
用
で
き
る
教
材
に
つ
い
て
は
、「
読
む
こ
と
」
の

よ
う
に
明
確
な
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
⑵
に
掲
げ
る
言
語
活
動
が
十

分
に
行
わ
れ
る
よ
う
教
材
を
選
定
す
る
こ
と
」
と
あ
る

た
め
、〈「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
で

示
さ
れ
る
言
語
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
教
材
と
は

何
か
〉
を
慎
重
に
吟
味
し
、
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
教

材
を
選
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

﹇
指
導
上
の
留
意
点
﹈

　
「
読
む
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
使
用
で
き
る
教
材
に

規
定
が
あ
る
も
の
の
、
従
来
の
読
解
を
中
心
と
す
る
指

導
か
ら
大
き
な
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
に

お
い
て
は
、
そ
う
し
た
読
解
を
最
終
的
に
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
学
習
に
つ
な
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
評
論
文
な
ど
を
教
材
と

し
て
指
導
す
る
場
合
に
は
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
読
解
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

３
内
容
の
取
扱
い 

⑷

ア 

内
容
の
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の

「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
、
現
代
の
社
会
生
活
に

必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
な
文
章
及
び
実
用
的
な
文

章
と
す
る
こ
と
。

　

こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
論
理
的
な
文
章
」
と
は
、
説
明

文
・
論
説
文
・
評
論
文
・
批
評
文
な
ど
を
指
し
、「
実

用
的
な
文
章
」
と
は
、
実
社
会
に
お
い
て
、
具
体
的
な

何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文

章
の
こ
と
で
、
新
聞
や
広
報
誌
な
ど
の
報
道
や
広
報
の

文
章
、
会
議
な
ど
の
記
録
や
報
告
書
、
法
令
文
な
ど
を

例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
読
む
こ

と
」
の
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
文
章

で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

　

一
方
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の

指
導
で
使
用
で
き
る
教
材
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
り
ま
す
。

３
内
容
の
取
扱
い 

⑷

イ 

内
容
の
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の

「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、「
Ｂ
書
く
こ
と
」
及

び
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
⑵
に
掲
げ
る

●
現
代
の
国
語

﹇
科
目
の
概
要
﹈

　
「
現
代
の
国
語
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知

識
や
技
能
」
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た

二
単
位
の
必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ

れ
た
各
領
域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り

で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

20
〜
30
単
位
時
間

書
く
こ
と

30
〜
40
単
位
時
間

読
む
こ
と

10
〜
20
単
位
時
間

総
時
数

70　
　

単
位
時
間

　

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、「
現
代
の
国
語
」
で
は
、

授
業
の
大
半
を
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

の
指
導
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
、「
読
む
こ
と
」
に
充

て
ら
れ
る
時
間
数
は
、
総
時
数
の
30
％
以
下
に
留
ま
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
行
課
程
の
「
国
語
総
合
」
よ

り
「
国
語
表
現
」
に
近
い
印
象
の
科
目
と
も
い
え
ま
す
。

﹇
教
材
の
内
容
﹈

　

こ
う
し
た
科
目
の
特
性
を
踏
ま
え
、「
現
代
の
国
語
」

で
扱
え
る
教
材
は
、
学
習
指
導
要
領
で
は
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領 

必
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
に
つ
い
て

2



味
で
は
、
例
え
ば
小
説
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
場

合
で
も
、「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
い
小
説
は
、
教
材

と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
内
容
の
取
扱
い
」
で
は
、「
日
本
漢
文
、
近

代
以
降
の
文
語
文
や
漢
詩
文
な
ど
を
含
め
る
」
と
い
う

留
意
事
項
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
日
本
漢
文

は
、
現
行
課
程
の
「
国
語
総
合
」
の
学
習
指
導
要
領
に

は
言
及
が
な
く
、
従
来
は
「
古
典
Ａ
」「
古
典
Ｂ
」
で

扱
わ
れ
て
い
た
内
容
で
し
た
が
、
今
回
の
改
訂
か
ら
必

修
科
目
の
内
容
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

﹇
指
導
上
の
留
意
点
﹈

　
「
古
典
」
の
指
導
に
関
し
て
は
、
漢
文
に
お
い
て
新

た
に
日
本
漢
文
の
指
導
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
除
い

て
、
大
き
な
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、

「
言
語
文
化
」
の
科
目
目
標
で
あ
る
「
我
が
国
の
言
語

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
」
と
い
う
観
点
が
必
要

と
な
り
、
こ
の
点
が
現
行
課
程
の
「
国
語
総
合
」
に
お

け
る
小
説
学
習
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来

の
よ
う
な
定
番
小
説
も
こ
れ
ま
で
通
り
扱
う
こ
と
は
可

能
で
す
が
、
言
語
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

の
指
導
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

の
文
章
と
し
、
日
本
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
文

や
漢
詩
文
な
ど
を
含
め
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の

言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
習
に
資
す
る
よ

う
、
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
や
古
典
に
関
連
す
る

近
代
以
降
の
文
章
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
伝
承
や
伝
統
芸
能
な
ど
に
関
す

る
音
声
や
画
像
の
資
料
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
で
使
用
で
き
る
教
材
は
「
古

典
及
び
近
代
以
降
の
文
章
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
の
「
古
典
」
と
は
古
文
と
漢
文
を
指
し
、「
近
代
以

降
の
文
章
」
と
は
詩
歌
・
小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・
説

明
・
論
説
・
評
論
・
記
録
・
報
告
・
報
道
・
手
紙
な
ど
、

多
種
多
様
な
も
の
が
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、「
内
容
の
取

扱
い
」
で
示
さ
れ
た
「
近
代
以
降
の
文
章
」
に
よ
る
20

単
位
時
間
の
指
導
と
は
、
言
語
文
化
を
理
解
し
言
語
文

化
に
親
し
む
た
め
に
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
を
取
り

上
げ
た
指
導
を
指
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。「
言
語

文
化
」
と
い
う
科
目
が
「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る

以
上
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
を
取
り
上
げ
た
指
導
に

お
い
て
も
、
こ
の
科
目
目
標
が
達
成
で
き
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
に
は
多

種
多
様
な
も
の
が
想
定
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
文
章
は
、

あ
く
ま
で
も
言
語
文
化
を
理
解
し
、
親
し
む
た
め
の
文

章
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
意

●
言
語
文
化

﹇
科
目
の
概
要
﹈

　
「
言
語
文
化
」
は
「
我＊

が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
二

単
位
の
必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
た

各
領
域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り
で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

―

書
く
こ
と

５

〜
10　
　

単
位
時
間

読
む
こ
と

古
典
40
〜
45
単
位
時
間

近
代
以
降
20
単
位
時
間

総
時
数

70　
　
　
　

単
位
時
間

　
「
現
代
の
国
語
」
と
は
異
な
り
、「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
に
関
す
る
指
導
事
項
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

「
書
く
こ
と
」
の
配
当
時
数
も
５

〜
10
単
位
時
間
に
留

ま
る
た
め
、
そ
の
大
半
が
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
読
む
こ
と
」

の
配
当
時
数
は
、
古
典
と
近
代
以
降
の
文
章
で
そ
れ
ぞ

れ
設
定
さ
れ
て
お
り
、
古
典
と
近
代
以
降
の
文
章
の
両

面
か
ら
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹇
教
材
の
内
容
﹈

　

こ
う
し
た
科
目
の
特
性
を
踏
ま
え
、「
言
語
文
化
」

で
扱
え
る
教
材
は
、
学
習
指
導
要
領
で
は
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
内
容
の
取
扱
い 

⑷

ア 

内
容
の
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の

「
Ｂ
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
、
古
典
及
び
近
代
以
降

＊ 我が国の言語文化　「我が国の歴史の中で創造され、継承されてきた文化的に高い価値をもつ言語そのもの、つまり、文化としての言語、また、それら
を実際の生活で使用することによって形成されてきた文化的な言語生活、さらには、古代から現代までの各時代にわたって、表現し、受容されてきた多
様な言語芸術や芸能など」［学習指導要領解説より］のこと。3



教
科

現行
課程

標準
単位 新課程科目 標準

単位
必
履修

共通 文系 理系
1年 2年（文系） 3年（文系） 2年（理系） 3年（理系）

国
語

国総 4 現代の国語 2 ◎ 現代の国語 2
言語文化 2 ◎ 言語文化 3

現文 B 4 論理国語 4 論理国語 2 →論理国語 2 論理国語 2 →論理国語 2
文学国語 4 文学国語 2 →文学国語 2 文学国語 →文学国語

表現 3 国語表現 4 2 2
古典 B 4 古典探究 4 古典探究 2 →古典探究 2 古典探究 →古典探究
現文 A 2 －
古典 A 2 －

数
学

数学Ⅰ 3 数学Ⅰ 3 ◎ 数学Ⅰ 3
数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 1 →数学Ⅱ 3 →数学Ⅱ 3
数学Ⅲ 5 数学Ⅲ 3 数学Ⅲ 1 →数学Ⅲ 3
数学 A 2 数学 A 2 数学 A 2
数学 B 2 数学 B 2 数学 B 1 →数学 B

1
2

数学 B 1 →数学 B 1
数学 C 2 数学 C 数学 C 1 →数学 C 1

活用 2 － ［演習］ ［演習］ 2

地
理
歴
史

地理 A 2 地理総合 2 ◎ 地理総合 2 地理総合 2
地理 B 4 地理探究 3 地理探究 地理探究
日史 A 2 歴史総合 2 ◎ 歴史総合 2世史 A 2
日史 B 4 日本史探究 3 日本史探究

3
日本史探究 3 日本史探究 日本史探究

2世史 B 4 世界史探究 3 世界史探究 世界史探究 2 世界史探究 世界史探究

公
民

現社 2 公共 2 ◎ 公共 2 2 2 2
倫理 2 倫理 2 倫理 倫理 倫理
政経 2 政治・経済 2 政治・経済 政治・経済 政治・経済

理
科

科人 2 科学と人間生活 2 △
生基礎 2 生物基礎 2 △ 生物基礎 2
化基礎 2 化学基礎 2 △ 化学基礎 2
物基礎 2 物理基礎 2 △ 物理基礎

2
物理基礎

2地基礎 2 地学基礎 2 △ 地学基礎 地学基礎
生物 4 生物 4 生物

2
→生物 生物

2
→生物

3化学 4 化学 4 化学 →化学 2 化学 →化学
物理 4 物理 4 物理 2 物理

1
→物理

4地学 4 地学 4 地学 地学 →地学
課題研 1 －

保
健

体
育

保健 2 保健 2 ◎ 保健 1 保健 1 保健 1
体育 7～8 体育 7～8 ◎ 体育 3 体育 2 体育 3 体育 2 体育 3

芸
術
芸術Ⅰ 2 芸術Ⅰ 2 ◎ 芸術Ⅰ 2 芸術Ⅰ 2
芸術Ⅱ 2 芸術Ⅱ 2

芸術Ⅲ 2

英
語

コミⅠ 3 英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 英コミⅠ 4
コミⅡ 4 英語コミュニケーションⅡ 4 英コミⅡ 4 英コミⅡ 4
コミⅢ 4 英語コミュニケーションⅢ 4 英コミⅢ 4 英コミⅢ 3
表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅰ 2
表現Ⅱ 4 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2

論理・表現Ⅲ 2 論理・表現Ⅲ 2 論理・表現Ⅲ 2
コミ基礎 2 － ［演習］ 1
英会話 2 －

家
庭
家基礎 2 家庭基礎 2 △ 家庭基礎 2 家庭基礎 2
家総合 4 家庭総合 4 △

情
報

社情 2 情報Ⅰ 2 ◎ 情報Ⅰ 2
情科 2 情報Ⅱ 2 情報Ⅱ* 2 情報Ⅱ* 2

理
数

理数探究基礎 1 理数探究基礎* 1
理数探究 2～5 理数探究 1 理数探究 1

総
合 総合 3～6 総合的な 3～6 ◎ 総合的な 1 総合的な 1 総合的な 1 総合的な 総合的な

探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間
HR HR 1 ホームルーム活動 1 ◎ 1 1 1 1 1

合計 34 34 34 34 34

新課程カリキュラム案（週34時間モデル） 2019年 4月
数研出版作成

（基礎科目の終了後に） 高学年科目に入る

2020 年10月

◎：必履修科目　△：選択必履修科目　「→」：履修継続（科目の変更の場合も含む）　「｝」：科目選択
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教
科

現行
課程

標準
単位 新課程科目 標準

単位
必
履修

共通 文系 理系
1年 2年（文系） 3年（文系） 2年（理系） 3年（理系）

国
語

国総 4 現代の国語 2 ◎ 現代の国語 2
言語文化 2 ◎ 言語文化 2

現文 B 4 論理国語 4 論理国語 2 →論理国語 2 論理国語 2 →論理国語 2
文学国語 4 文学国語 2 →文学国語 2 文学国語 →文学国語

表現 3 国語表現 4 2 2
古典 B 4 古典探究 4 古典探究 2 →古典探究 2 古典探究 →古典探究
現文 A 2 －
古典 A 2 －

数
学

数学Ⅰ 3 数学Ⅰ 3 ◎ 数学Ⅰ 3
数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 2 →数学Ⅱ 2 数学Ⅱ 4
数学Ⅲ 5 数学Ⅲ 3 数学Ⅲ 4
数学 A 2 数学 A 2 数学 A 2
数学 B 2 数学 B 2 数学 B 1 →数学 B

1
数学 B 1 →数学 B 1

数学 C 2 数学 C 数学 C 1 →数学 C 1
活用 2 －

地
理
歴
史

地理 A 2 地理総合 2 ◎ 地理総合 2 地理総合 2
地理 B 4 地理探究 3 地理探究 地理探究
日史 A 2 歴史総合 2 ◎ 歴史総合 2世史 A 2
日史 B 4 日本史探究 3 日本史探究

2
→日本史探究 2 日本史探究 4

世史 B 4 世界史探究 3 世界史探究 →世界史探究 2 世界史探究

公
民

現社 2 公共 2 ◎ 公共 2 2
倫理 2 倫理 2 倫理 倫理
政経 2 政治・経済 2 政治・経済 政治・経済

理
科

科人 2 科学と人間生活 2 △
生基礎 2 生物基礎 2 △ 生物基礎 生物基礎
化基礎 2 化学基礎 2 △ 化学基礎 2 2 2
物基礎 2 物理基礎 2 △ 物理基礎 2 物理基礎 2
地基礎 2 地学基礎 2 △ 地学基礎 地学基礎
生物 4 生物 4 生物 生物
化学 4 化学 4 化学

4
化学 2 →化学 2

物理 4 物理 4 物理 物理
4地学 4 地学 4 地学 地学

課題研 1 －
保
健

体
育

保健 2 保健 2 ◎ 保健 1 保健 1 保健 1
体育 7～8 体育 7～8 ◎ 体育 3 体育 2 体育 3 体育 2 体育 3

芸
術
芸術Ⅰ 2 芸術Ⅰ 2 ◎ 芸術Ⅰ 2
芸術Ⅱ 2 芸術Ⅱ 2

芸術Ⅲ 2

英
語

コミⅠ 3 英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 英コミⅠ 3
コミⅡ 4 英語コミュニケーションⅡ 4 英コミⅡ 4 英コミⅡ 4
コミⅢ 4 英語コミュニケーションⅢ 4 英コミⅢ 4 英コミⅢ 4
表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅰ 2
表現Ⅱ 4 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 1 →論理・表現Ⅱ 1

論理・表現Ⅲ 2 論理・表現Ⅲ 2
コミ基礎 2 －
英会話 2 －

家
庭
家基礎 2 家庭基礎 2 △ 家庭基礎 2 家庭基礎 2
家総合 4 家庭総合 4 △

情
報

社情 2 情報Ⅰ 2 ◎ 情報Ⅰ 2
情科 2 情報Ⅱ 2 情報Ⅱ* 情報Ⅱ*

理
数

理数探究基礎 1 理数探究基礎 理数探究基礎
理数探究 2～5 1 1

総
合 総合 3～6 総合的な 3～6 ◎ 総合的な 1 総合的な 1 総合的な 1 総合的な 総合的な

探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間 探究の時間
HR HR 1 ホームルーム活動 1 ◎ 1 1 1 1 1

合計 30 30 30 30 30

新課程カリキュラム案（週30時間モデル） 2019年 4月
数研出版作成
2020 年10月

「演習」は学校設定科目とした。通常科目の増単位の中で扱うこともある。　「＊」の「理数探究基礎」「情報Ⅱ」は、他科目を選択することもある。
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